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温
泉
津
町
の
福
光
海
岸
で
、

７
年
ぶ
り
に
「
海
神
楽
」
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

(
関
連
記
事
12
ペ
ー
ジ
)

奇跡の光景、夕映えの「海神楽」
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石見銀山の歴史的価値

　官民一体となった取り組みや、多様な分
野での広がりにより、地域活性化に繋げて
いきます。また、来訪者の受け入れ態勢
の充実を図るとともに、観光キャンペーン
による誘客の促進などにより、地域内の消
費拡大に取り組みます。

これからの石見銀山

＜これまでの石見銀山での主な出来事＞
時代 西暦 ( 和暦 ) 主な出来事

室　 町
（戦　国）

江 　戸

明 　治
大　 正

昭 　和

平　 成

1527（大永 ７ ）年
1533（天文 ２ ）年
1600（慶長 ５ ）年
1731（享保 16）年
1886（明治 19）年
1923（大正 12）年
1969（昭和 44）年
1987（昭和 62）年
2004（平成 16）年
2007（平成 19）年

博多の商人・神屋寿禎、石見銀山を発見する
石見銀山で灰吹法による銀精錬がはじまり以後国内の他鉱山に広まる
関ヶ原の戦いの後、徳川氏が領有
井戸平左衛門　着任

代官所跡、龍源寺間歩など14カ所国指定史跡となる
大森、銀山の町並みが国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

温泉津の町並みが国の重要伝統的建造物群保存地区に選定
第31回世界遺産委員会において世界遺産に登録される

大阪・藤田組が「藤田大森鉱山所」を設立。翌年、経営開始
第一次世界大戦後に経営不振となり、休山となる

問政策企画課（☎0854‐83‐8003）

石見銀山遺跡は令和９年に世界遺産登録20周年・石見銀山発見500年を迎えます

　ユネスコ憲章の平和と人権尊重の精神
に基づき、石見銀山遺跡が紡いできた歴
史・文化に対する認識を深めるとともに、
遺跡の持つ価値や魅力を共有し、ふるさ
と大田への誇りと愛着を育みます。

　遺跡の持つ魅力と価値を的確に伝える
ための環境整備や、国内外に向けた情報
発信を推進するとともに、鉱山遺跡を持つ
国外都市・施設などとの交流をより一層
促進することで、関係人口の拡大に取り組
みます。

　人類共通の貴重な財産である世界遺産
を確実に後世に守り伝えるため、遺跡の
保全と活用について、官民一体となって取
り組みます。

～魅力ある地域づくりと
地域経済の活性化～

（3）地域へつなぐ

～遺跡の歴史と魅力の再発見～
（1）過去からつなぐ

～国内外に向けた情報発信と
交流の促進～

（4）世界へつなぐ

～遺跡の持続化～
（2）未来へつなぐ

かみ や  じゅてい

はいふきほう

　「石見銀山遺跡とその文化的景観」は2027（令和９）年に世界遺産登録20周年・石見銀山発見500年を迎えます。
　市ではこの節目を契機として、石見銀山が紡いできた歴史・文化を再認識し、人類共通の貴重な財産である世界遺産
として未来へ引き継いでいくとともに、以下のテーマに取り組みます。

　石見銀山は、江戸時代を通じて日本の経済を支えた重要な銀鉱山です。当時、石見銀山で産出された銀は国内の流通
だけでなく、中国や朝鮮半島、さらにはヨーロッパとの貿易にも用いられ、世界経済にも影響を与えました。
　2007（平成19）年７月２日に石見銀山遺跡が世界遺産へ登録されたのは、鉱山町として発展した大森地区の町並み、銀を運
搬した街道、積出港など、生産から流通までの全体像を示す遺跡群が良好な状態で残されていることが高く評価されたためです。
また、鉱山開発と周辺の自然環境が共存しながら形成された文化的景観も世界的に貴重なものと認められました。石見銀山
は、鉱山の歴史だけでなく、人々の暮らしや産業、国際交流の歴史を伝える遺産として、その価値が世界に認められています。
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▽
対
象
世
帯
　
令
和
８
年
１
月
１

　
日
に
大
田
市
に
住
民
登
録
が
あ

　
り
、
令
和
８
年
度
住
民
税
が
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
世
帯

②
均
等
割
の
み
が
課
税
さ
れ
て
い

　
る
人
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

③
均
等
割
の
み
が
課
税
さ
れ
て
い

　
る
人
と
非
課
税
者
の
み
で
構
成

　
さ
れ
る
世
帯

※
　
住
民
税
（
所
得
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
る
親
族
な
ど
の
被
扶
養

者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
は
除

き
ま
す
。

▽
給
付
額
　
１
世
帯
あ
た
り
５
万

　
円

▽
手
続
き
　
対
象
の
世
帯
に
は
、

　
８
月
以
降
に
市
か
ら「
確
認
書
」

　
を
送
付
し
ま
す
。
書
類
の
内
容

　
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
提
出

　
く
だ
さ
い
。

※
　
令
和
５
〜
７
年
度
に
実
施
し

た
給
付
金
支
給
事
業
で
、
口
座
振

　
令
和
８
年
２
月
に
公
表
し
た
基
本
設
計

書
（
素
案
）
を
踏
ま
え
、
６
月
に
、
新
庁

舎
基
本
設
計
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
設
計
書
で
は
、
素
案
の
内
容

に
加
え
て
、
構
造
や
電
気
設
備
、
機
械
設

備
に
関
す
る
内
容
や
、
各
種
図
面
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
基
本
設
計
書

の
概
要
版
の
ほ
か
、
新
庁
舎
整
備
に
関
す

る
主
な
経
過
や
よ
く
あ
る
質
問
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
特
に

家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
国
の
重
点
支
援

交
付
金
お
よ
び
県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
す
る
た
め
、
市
内
で
活
動
さ

れ
る
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
じ
て
、
団
体
側
で
企
画
・
主
催
す
る
行
事
に
職
員
が
出
席
、
説
明

す
る
「
出
前
説
明
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
期
間
：
令
和
８
年
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
30
日
㈬

　
　
　
　
　
　
※
　
土
日
祝
日
、
開
庁
時
間
外
を
含
む
。
開
催
希
望
日
２
週
間
前
ま
で
に
要
申
込
。

○
実
施
内
容
：
新
庁
舎
基
本
設
計
書
に
関
す
る
説
明
、
質
疑
応
答

　
　
　
　
　
　
※
　
最
大
２
時
間
（
う
ち
説
明
30
分
）
で
要
望
に
応
じ
決
定
。

○
申
込
対
象
：
地
域
住
民
、
民
間
団
体
な
ど
の
市
内
の
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
、

　
　
　
　
　
　
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
集
会

　
そ
の
他
詳
し
い
条
件
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

込
に
よ
り
受
給
さ
れ
た
世
帯
に

は
、
７
月
上
旬
に
「
支
給
予
定
通

知
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
　
世
帯
内
に
未
申
告
者
が
い
る

世
帯
へ
は
通
知
を
お
送
り
し
て
い

ま
せ
ん
。対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
　
10
月
９
日
㈮
ま
で

▽
支
給
時
期
　
市
が
「
確
認
書
」

　
を
受
理
し
た
日
か
ら
、
お
お
む

　
ね
４
週
間
後
に
支
給
し
ま
す
。

※
　「
支
給
予
定
通
知
」
対
象
の

人
で
、
登
録
口

座
に
変
更
が
な

い
人
は
、
７
月

31
日
㈮
に
支
給

予
定
で
す
。

・
問
税
務
課

（
専
用
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
７
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
８
５
）

新
庁
舎
基
本
設
計
書
が
完
成
し
ま
し
た

「
物
価
高
騰
対
策
緊
急
支
援
給
付
金
」
の
ご
案
内

住
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
給
付
し
ま
す

新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
出
前
説
明
会
を
行
い
ま
す

《市ホームページ》《市ホームページ》

【基本設計書（概要版）】【新庁舎整備取組情報】【申込ページ】

《市ホームページ》

問
新
庁
舎
整
備
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
０
）

申
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国保だより①

国保だより 第21号　令和８年７月
大田市国民健康保険（市民課）

令和８年度の保険料率が決まりました
　保険料額は、次の料率により算出し、所得割額・均等割額・平等割額を
合計したものです。

保険料：令和７年度医療分＋後期高齢者支援金分見込み　　医療費：令和７年度分見込み

令和７年度　県内８市の医療費などの状況（年額）
（単位：円）

項目 大田市

世帯あたり

一人あたり

松江市 浜田市 出雲市 益田市 安来市 江津市 雲南市

一人あたり

保
険
料

医
療
費

126,553

90,930

570,477

147,184

106,012

502,611

112,502

83,893

575,653

155,978

106,895

524,885

135,374

96,555

519,063

139,039

95,700

509,628

115,913

87,163

649,393

129,450

92,305

573,741

《市ホームページ》
「こんにちは！国保です」

令和８年度　大田市の平均保険料額（年額）

一世帯あたり

一人あたり

医療分

95,946円

71,000円

31,081円

23,000円

後期高齢者
支援金分 介護分

―

24,000円

3,888円

3,000円

子ども･子育て
支援金分 計算方法

保険料総額
÷  世帯数
保険料総額

÷ 被保険者数

・40歳から64歳は、医療分・後期高齢者支援金分に加えて介護分の納付が必要です。
・子ども・子育て支援金分の均等割は、18歳以上のみ賦課されます。均等割には18歳以上均等割（36円）を含ん
　でいます。

所得割

均等割

平等割

賦課限度額

医療分

8.4/100

29,040円

18,360円

67万円

2.65/100

9,480円

5,880円

26万円

後期高齢者
支援金分

2.35/100

9,960円

4,680円

17万円

介護分

0.35/100

1,320円

840円

3万円

子ども･子育て
支援金分 内　容

加入者の前年の所得に
応じて計算します

加入者の人数に応じて
計算します

区分ごとの
負担上限額です

一世帯ごとの
料額です



広報おおだ　Ｒ8（2026）7.16５

826,500円以下806,700円以下

～令和８年７月 令和８年８月～年金
収入額

国保だより②

令和８年度制度改正について

70歳以上の住民税非課税（所得が一定以下）の基準
　令和７年の老齢基礎年金（満額）支給額826,500円を
踏まえて、基準額の見直しがおこなわれる予定です。

軽減基準額 国民健康保険料軽減（５割軽減・２割軽減）の対象となる所得の基準が引き上げられました。
区分ごとの基準額は下表のとおりです。

※１　給与所得者等とは…一定の給与所得者（給与収入55万円超）　または
　　　　　　　　　　　　公的年金等の支給（60万円超（65歳未満）または110万円超（65歳以上））を受ける者
※２　被保険者等とは　…国民健康保険の被保険者　および
　　　　　　　　　　　　国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し、継続して同一の世帯に属する者

高額療養費制度の低所得者Ⅰの基準額（令和８年８月１日施行）

550円（330円）

270円

220円

130円

510円（300円）

240円

190円

110円・低所得者Ⅰ

過去12か月の入院日数が90日を超える

所得区分 ～令和８年５月 令和８年６月～

・下記以外の人（かっこ内は一部の場合）

過去12か月の入院日数が90日まで・住民税非課税世帯（オ）
・低所得者Ⅱ

入院時食事療養費の標準負担額（令和８年６月１日変更）　※１食あたり

軽減区分 令和７年度（改正前） 令和８年度（改正後）

７割軽減

５割軽減

２割軽減

43万円＋10万円×（給与所得者等（※１）の数－１）

43万円＋30.5万円×被保険者等（※２）の数
＋10万円×（給与所得者等の数－１）

43万円＋56万円×被保険者等の数
＋10万円×（給与所得者等の数－１）

43万円＋31万円×被保険者等の数
＋10万円×（給与所得者等の数－１）

43万円＋57万円×被保険者等の数
＋10万円×（給与所得者等の数－１）

入院時生活療養費（食費）の標準負担額（令和８年６月１日変更）　※１食あたり

　65歳以上の人が療養病棟に
入院したとき。
（かっこ内は医療機関の施設
区分により異なる。）

・低所得者Ⅰ

550円（510円）

270円

160円

510円（470円）

240円

140円

～令和８年５月 令和８年６月～

・下記以外の人

所得区分

・住民税非課税世帯(オ)
・低所得者Ⅱ

賦課限度額

　保険料の賦課限度額が引き
上げられました。
　区分ごとの負担額は右表の
とおりです。

保険料区分

医　 療　 分

後期支援金分

介　 護　 分

子ども・子育て分

令和７年度（改正前）

66万円

―

26万円

17万円

令和８年度（改正後）

67万円

３万円
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高額療養費 マイナ保険証を利用すると、「限度額適用認定証等」の提示をすることなく
高額療養費制度における限度額を超える支払いが免除されます。

●医療費が高額になる場合　市民課または各支所で「限度額適用認定証等」の交付手続きができます。
　　病院などで医療費を精算する際に、あらかじめ支払額を自己負担限度額で止めたい場合は、
　限度額適用認定証　または　限度額適用・標準負担額減額認定証　の提示が必要となります。
※　所得区分により医療機関等窓口での「限度額適用認定証等」の提示が不要な場合もあります。

●払い戻しは２年以内　（保険給付を受ける権利が時効により消滅する前まで）にお手続きください
　　ひと月の医療費の自己負担額が高額になったとき、自己負担限度額を超えた分が高額療養費として
　払い戻されます。大田市では、高額療養費が発生した場合に、該当する人へご案内しています。

自己負担限度額（月額）（令和８年８月１日変更）

【70歳未満】

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

270,300円 
医療費が901,000円を超えた場合は超えた部分の１％を加算ア

イ

ウ

エ

オ

住
民
税
課
税
世
帯

所得区分

住民税非課税世帯

年間上限額

168万円

111万円

 53万円

29万円

53万円
（一部41万円）

所得901万円超

所得210万円以下

所得600万円超
901万円以下  
所得210万円超
600万円以下  

179,100円 
医療費が597,000円を超えた場合は超えた部分の１％を加算

61,500円

36,900円

85,800円 
医療費が286,000円を超えた場合は超えた部分の１％を加算

４回目以降※１３回目まで
月額限度額

一般
課税所得145万円未満等

179,100円 
医療費が597,000円を超えた場合は超えた部分の１％を加算

85,800円 
医療費が286,000円を超えた場合は超えた部分の１％を加算

22,000円 
外来年間上限額216,000円

11,000円 
外来年間上限額96,000円

8,000円

61,500円

25,700円

44,400円

24,600円

15,700円

29万円

18万円

53万円
(一部41万円)

所得区分 年間上限額４回目以降※２外来（個人単位）A ３回目まで
外来＋入院限度額（世帯）B

現
役
並
み
所
得
者

課税所得   
145万円以上

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

140,100円

93,000円

44,400円

270,300円 
医療費が901,000円を超えた場合は超えた部分の１％を加算

所得区分 年間上限額

168万円

111万円

 53万円

課税所得   
690万円以上
課税所得   
380万円以上

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

４回目以降※１３回目まで
月額限度額

住民税
非課税
世帯

【70歳以上】

・年間上限額は８月～翌年７月の１年間で計算します。
・一般、低所得者Ⅰ・Ⅱの人は、Ａの限度額適用後にＢの限度額を適用します。
※１　過去12か月間で、限度額を超えた高額療養費の支給が４回以上あった場合の限度額です。
※２　過去12か月間で、Ｂの限度額を超えた高額療養費の支給が４回以上あった場合の限度額です。



毎年受けよう！　特定健診　受診期間　６月～12月

国保だより④

広報おおだ　Ｒ8（2026）7.16７

マイナ保険証※をぜひご利用くださいマイナ保険証に関する
よくある質問について

上手にお薬と付き合うために

お問い合わせ

ご注意ください！！
大田市国保が実施する「人間ドック（脳・外来）」を受診する人は、特定健診を受けられません。
（検査内容が重複するため）

※　保険証利用登録がされた個人番号カード（マイナンバーカード）のこと

自己負担金　無料

○資格・給付に関すること　市民課保険年金係　☎0854‐83‐8154
○保険料算定に関すること　税務課市民税係　　☎0854‐83‐8022
○保険料納付に関すること　税務課収納管理係　☎0854‐83‐8026
○マイナンバーカードに関すること
　　　　　　　　　　　　　政策企画課　　　　☎0854‐83‐8005
○温泉津支所　市民生活課　　　　　　　　　　☎0855‐65‐3111
○仁摩支所　　市民生活課　　　　　　　　　　☎0854‐88‐2111

●マイナ保険証を利用するメリットは？
  ①事前の手続きなしで、高額な医療費の支払いが自己
　  負担限度額までになります。
　（同一月・同一医療機関の支払いに限る。）
  ②本人に同意いただくことで、過去の手術以外の診
　  療・お薬・特定健診情報をもとに、より適切な医療
　  を受けられます。
  ③マイナポータルで、お薬・特定健診・医療費通知情
　  報などが閲覧でき、自身の健康管理に役立ちます。

●マイナ保険証を保有していない場合は？
　「資格確認書（従前の健康保険証に代わるもの）」が
交付されますので、引き続き医療を受けられます。

●お薬手帳を活用しましょう
　自分が使っている薬の名前・量・日数・使用法
などを記録できる手帳です。
　副作用歴、アレルギーの有無、過去にかかった
病気、体調の変化などについても記入できます。

●かかりつけ薬局を決めましょう
　過去に渡した薬や相談内容を記録
し、体調や体質なども理解したうえ
で調剤をしてくれます。薬の重複や
飲み合わせの確認もできます。

●ジェネリック医薬品（後発医薬品）を利用しましょう
　先発医薬品と同等の医薬品として申請され、厚生労働省の認可のもとで製造・販売された、先発医薬品より
安価な薬です。ジェネリック医薬品を利用することで、患者さんの自己負担を軽減するだけでなく、一人ひと
りの節約が国全体の医療費の節約となり、医療保険制度を守り続けることにもつながります。
　大田市国保では、先発医薬品を利用した人のうち、ジェネリック医薬品に切り替えが可能な
人に対して、切り替えた場合の自己負担軽減見込額を計算して通知しています。
　ジェネリック医薬品を希望される場合は、医師・薬剤師にご相談ください。

●本人がマイナ保険証の利用が困難な場合は？
　施設に入所している人や障がいをお持ちの人など、
マイナ保険証の利用が困難な人は、市民課または各支
所で「資格確認書」の交付手続きができます。

　特定健診の対象は40歳以上の国民健康保険加入者です。
　５月下旬に、黄色い封筒で「特定健診受診券」を送付しています。
　特定健診は、生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームを発見
するための検査です。腹囲の測定などにより、メタボリックシンドロームに
該当する人とその予備群となる人を早期に発見し、改善の指導をおこなう
ことを目的として、各医療保険者により年１回実施されます。
　健診でわかる自身の健康。定期的な受診で安心を手に入れましょう。



大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
一
致
団
結
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回は、私のふるさと、ブラジル南部パラナ州の州都「クリチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ」について紹介します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリチバは、19世紀後半から20世紀初頭にかけてさまざまな国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の移民を受け入れた歴史があります。そのため、ドイツ、日本、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタリアなどの文化の影響があり、毎年伝統的なお祭りも楽しめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、クリチバにはいくつかの観光地があります。大西洋岸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森林（大西洋のそばに広がる森林地帯）の中を走る列車に乗る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことができる観光名所が有名です。世界的なブラジルの建築家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オスカー・ニーマイヤーが設計した目の形をした美術館もあり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに、クリチバには公園や森林が多くあるため「緑豊かな

都市」として知られています。一人当たりの緑地面積が非常に広いことも特徴です。公園ではさまざまな動物を

見ることができますが、一番人気なのは野生のカピバラです。湖の周りではカピバラがよく集まり、近くから

観察することができます！

国際交流員
岸・ミレナ・けい子

こくさいこうりゅういん

きし　　  み　れ　な　　　け　い　こ

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8030）
ていじゅうか

こんかい　　　 わたし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なん ぶ　　　　　　 しゅう　 しゅうと

　　　　　　　　　　　　　　せい き こうはん　　　　　　せい き しょとう　　　　　　　　　　　　　　　　　　くに

 い みん　　 う　　　い　　　　 れき し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  に ほん

　　　　　　　　　　　　ぶん か　  えいきょう　　　　　　　 まいとしでんとうてき　　　　まつ　　　　たの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんこう ち　　　　　　　　　　　　   たいせいようがん

しんりん　　たいせいよう　　　　　　　　 ひろ　　　　しんりん ち たい　　　　なか　　はし　　 れっしゃ　　 の

　　　　　　　　　　　　 かんこうめいしょ　　ゆうめい　　　　　　 せ かいてき　　　　　　　　　　　　 けんちく か

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せっけい　　　　  め　　 かたち　　　　　　 びじゅつかん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうえん　　しんりん　　おお　　　　　　　　　　　　みどりゆた

 と　し　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　 ひとり  あ　　　　　　 りょくち めんせき　　 ひ じょう　  ひろ　　　　　　　　とくちょう　　　　　  こうえん　　　　　　　　　　　　　　どうぶつ

 み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちばんにん き　　　　　　　や せい　　　　　　　　　　　　　　　 みずうみ　 まわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あつ　　　　　　 ちか

かんさつ

しょうかい

よ かんじ
※　読みやすいように漢字にふりがなをつけています

～私のふるさと「クリチバ」の紹介～
わたし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうかい

　
令
和
12
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る

第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
に
向
け
、
６
月
22
日
㈪
に

「
第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
大

田
市
準
備
委
員
会
」
の
設
立
総
会

お
よ
び
第
１
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
大
会
の
成
功
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
市
内
外
の
関
係
団
体
な
ど

の
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
す
。
総
会
で
は
、
準
備
委

員
会
の
設
立
が
承
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
開
催
基
本
方
針
や
今
後
の

計
画
な
ど
を
委
員
の
皆
さ
ん
に
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
全
国

か
ら
多
く
の
選
手
や
関
係
者
が
集

う
国
内
最
大
級
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
で
す
。
大
田
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活
性

化
や
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
、

市
民
、
関
係
団
体
、
行
政
機
関
な

ど
が
連
携
し
「
オ
ー
ル
大
田
」
の

体
制
で
大
会
の
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
準
備
委
員
会
は
、
令
和

９
年
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
よ

る
開
催
決
定
後
、
実
行
委
員
会
に

改
編
・
改
称
す
る
予
定
で
す
。

問
国
ス
ポ
準
備
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
２
１
２
）
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第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
む
け

　
大
田
市
準
備
委
員
会
を
設
立

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

「
市
長
の
日
記
」

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

「
市
長
の
日
記
」

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

「
市
長
の
日
記
」

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

「
市
長
の
日
記
」
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問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）

問こども政策課（☎0854‐83‐8148）

【対象となる児童】
①父母が婚姻を解消した児童　　
②父または母が死亡した児童　
③母が未婚で出生した児童
④父または母が一定の障がいの状態にある児童など
※　児童とは、18歳に達する日以後、最初の３月
31日までの間にある人です。なお、児童の心身に
おおむね中度以上の障がいのある場合は、20歳未
満まで対象となります。
【支給額（月額）】
　受給者本人および扶養義務者の前年の所得によ
り手当額が決まります。所得が一定額以上の場合
には、支給が制限されます。

　児童扶養手当はひとり親家庭などの生活の安定と自立を助け、児童の健やかな成長を願って
支給される手当です。
　次に該当する児童の養育者で、市内に住所があり、所得などの一定の条件を満たしている人
は、手続きにより手当を受けることができます。

【手続き】
　児童扶養手当の支給を受けるためには、請求手
続きが必要です。受給理由などにより必要な提出
書類が異なりますので、お問い合わせください。

 ８月の現況届をお忘れなく
　児童扶養手当を受けている人は、毎年８月に現
況届の提出が必要です。対象者には、手続きに必
要な書類を同封した案内を送付します。書類をご
準備のうえ、こども政策課へ提出してください。
　なお、所得制限により手当が全額停止されてい
る人も、手続きが必要です。

▽受付期間：８月１日㈯～31日㈪の間の平日
※　期間中、事前予約を受け付けます。（事前予約
の場合は、土・日曜日、祝日の対応も可能です。
支所での受付はできません。）

区分
全部支給 一部支給

児童１人
児童２人
児童３人

48,050円
59,400円
70,750円

48,040円～11,340円
59,380円～17,020円
70,720円～22,700円

手当月額

ひとり親家庭などに支給される
児童扶養手当について

ありがとうございます

市内施設で回収された古紙にかかる
収益の一部を学校図書購入費として
寄附金は教育振興基金として積み立て、
市内小・中学校の図書購入に活用します。

寄　附

５月20日
・株式会社 ウシオ　・株式会社 平岡物産

（敬称略）
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私
は
大
森
町
に
あ
る
自
宅
で

「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
い
う

民
間
図
書
館
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

　
特
別
「
本
好
き
」
だ
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
本
は
身
の
回
り
に
あ
る
の
が
当

た
り
前
の
ア
イ
テ
ム
で
し
た
。
し

か
し
、
少
々
の
本
好
き
で
も
図
書

館
を
運
営
す
る
、
な
ど
と
普
通
は

考
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
を
こ
こ
ま
で
動
か
し
て
き
た

の
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？ 

　
振
り
返
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
父

が
本
好
き
で
し
た
。
生
活
に
余
裕

な
ど
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

小
さ
い
頃
か
ら
子
ど
も
向
け
の

本
や
新
聞
な
ど
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
小
学
校
一
年
の
時
の

担
任
だ
っ
た
郷
原
先
生
。
と
て
も

優
し
い
人
で
、
読
む
こ
と
や
書
く

こ
と
が
好
き
に
な
っ
た
の
は
こ
の

先
生
の
お
か
げ
で
す
。

　
運
動
に
関
し
て
は
さ
っ
ぱ
り

だ
っ
た
私
で
す
が
、
負
け
ん
気
の

強
い
部
分
が
あ
り
、
運
動
以
外
の

と
こ
ろ
で
人
に
負
け
な
い
も
の
を

身
に
つ
け
た
い
、
と
考
え
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
、
思
い

つ
い
た
の
が
学
校
図
書
室
の
貸
出

カ
ー
ド
の
全
て
に
自
分
の
名
前
を

刻
む
こ
と
。
卒
業
ま
で
に
図
書
室

の
本
は
全
部
読
み
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
も
同
様
で
、
分
か
る

か
分
か
ら
な
い
か
は
横
に
置
い

て
、
ほ
ぼ
全
て
の
本
を
読
破
し
ま

し
た
。

　
今
に
し
て
思
え
ば
、
本
が
好
き

と
い
う
よ
り
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

集
め
る
感
覚
に
近
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
と
に
も
か
く
に
も

「
本
を
読
む
」
習
慣
は
子
ど
も
の

頃
に
つ
き
ま
し
た
。

　
関
西
で
就
職
し
て
か
ら
は
、
休

日
に
大
型
書
店
で
本
を
探
す
の

が
楽
し
み
で
し
た
。「
類
は
友
を

呼
ぶ
」
と
言
い
ま
す
が
、
親
し
く

な
っ
た
人
は
、
お
お
む
ね
読
書
好

き
で
し
た
。

　
古
書
店
巡
り
の
楽
し
み
を
教
え

て
く
れ
た
の
は
そ
ん
な
友
人
た
ち

で
す
し
、
も
っ
ぱ
ら
日
本
文
学
を

読
ん
で
い
た
私
に
、
時
代
小
説
や

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
面
白
さ
を
教
え

て
く
れ
た
の
は
妻
で
し
た
。

　
諸
般
の
事
情
か
ら
、
生
ま
れ
故

郷
の
大
森
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
よ
う

と
決
め
た
の
が
七
年
前
の
こ
と
で

す
。
当
時
、
大
阪
の
自
宅
に
は
夫

婦
で
集
め
た
本
が
、
二
千
冊
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
。

　「
さ
て
、
こ
の
本
を
ど
う
し
よ

う
？
」
と
考
え
て
い
た
時
、
以
前

新
聞
で
読
ん
だ
「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。

　「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
は
、

「
自
分
が
読
ん
で
、人
に
勧
め
た
い

本
を
、
み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
て
、

図
書
館
を
作
る
」
と
い
う
活
動
で

す
。「
手
持
ち
の
本
を
ベ
ー
ス
に
、

故
郷
で
こ
の
活
動
が
出
来
な
い

か
？
」
と
思
い
つ
き
ま
す
。
と
は

言
う
も
の
の
、
図
書
館
の
運
営
な

ど
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
提
唱

者
の
礒
井
さ
ん
に
メ
ー
ル
を
送
っ

た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
返
事
が
あ
り

大
阪
で
会
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
考
え
て
い
る
こ
と

や
心
配
ご
と
な
ど
を
聞
い
て
い
た

だ
き
、「
何
と
か
な
り
そ
う
だ
」

と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
礒
井
さ
ん
に
背
中
を
押

し
て
も
ら
っ
た
勢
い
で
、
自
宅
の

古
民
家
を
改
修
し
、「
ま
ち
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
を
開
く
計
画
が
動
き

始
め
ま
す
。
改
修
に
つ
い
て
は
、

幼
な
じ
み
の
同
級
生
が
い
ろ
い
ろ

と
力
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。が
、

折
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振

る
い
始
め
て
い
た
時
期
と
重
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
古
民
家
改
修
は
遅
々
と
し
て
進

ま
ず
、
大
阪
か
ら
車
で
蔵
書
を
持

ち
帰
る
の
も
一
苦
労
で
し
た
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
「
ま
ち
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け

た
の
が
五
年
前
。
当
初
の
計
画
か

ら
遅
れ
る
こ
と
一
年
以
上
が
経
過

し
て
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
に
手
伝
っ
て
い
た

だ
い
て
、
私
は
「
本
の
あ
る
場
所
」

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
す
ぐ
に

子
ど
も
た
ち
も
や
っ
て
来
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

本
を
手
に
す
る
場
面
は
少
な
く
、

遊
び
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。
で
も
、
本

を
読
む
こ
と
を
無
理
強
い
し
な
い
、

と
決
め
て
い
ま
す
。
無
理
や
り
や

ら
さ
れ
る
こ
と
は
楽
し
く
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
。

　
子
ど
も
の
頃
、
私
は
多
く
の
人

た
ち
か
ら
扉
を
開
け
て
も
ら
っ
て

「
本
の
あ
る
場
所
」
に
出
会
い
、

自
分
で
楽
し
み
な
が
ら
本
の
扉
を

開
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
の
私
は
、
い
つ
か
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
力
で
楽
し
く
本
の
扉

を
開
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

「
本
の
あ
る
場
所
」
の
扉
を
開
け

て
お
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
２
）

　
待
望
の
本
屋
さ
ん
が
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
本
屋
さ
ん
、
図
書
館
、
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。
本
と
触
れ
合
う
こ

と
の
で
き
る
空
間
は
、
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
彩
り
ま
す
。

　
あ
な
た
と
特
別
な
一
冊
と
の
出
会
い
を
願
っ
て
、
本
に
親
し
む
人

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
本
と
の
出
会
い
」
を
紹
介
し
ま
す
。

い
そ
い

ほ
ん
と
の
で
あ
い

扉
を
開
け
て
く
れ
た
人
た
ち

文
／
森
山
　春
樹（
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

オ
ー
ナ
ー
）
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－そのサイト、大丈夫？悪質通販サイト－

問大田市消費生活センター（☎0854‐83‐8039）

消費生活 役立つ情報

　大田市人権センター（大田町大田ロ1329番地８）には、人権推進課、隣保館機能および大田市消費生活センター
を配置し、人権尊重のまちづくりを推進するとともに、人権啓発をはじめ、生活や福祉に関する相談支援、市民
交流などを通じて、だれもが安心して暮らせる地域社会の実現を目指します。
　また、市民の皆さんに親しまれる、開かれたコミュニティセンターとして運営していきます。
※　電話番号・ＦＡＸ番号の変更はありません。
【今後のスケジュール】
■おおだふれあい会館（大田市隣保館）
８月31日㈪をもって現施設を閉館し、大田市人権センターへ
機能を移転します。
※　移転に伴い、８月22日㈯～９月1日㈫は休館します。
■人権推進課・大田市消費生活センター
８月31日㈪まで市役所内で業務をおこない、９月1日㈫から
人権センターで業務を開始します。
※　移転に伴い、９月1日㈫の消費生活センター相談業務は、
午前中を休止し、13時～17時は電話相談のみ対応します。
お急ぎの人は、島根県消費者センター（☎0852‐32‐5916）
へご相談ください。
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

11

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
　おおだふれあい会館（大田市隣保館）（☎0854‐82‐0016）

「大田市人権センター」がオープンします
令和８年９月２日㈬

　次のような場合は、詐欺サイトのおそれがあります
ので事前によく確認しましょう。
　

　
　指示されたとおりに「返金」の操作をしたら、「送金」
させられていたというトラブルもあります。商品が届
かないなどの場合は、利用したクレジット会社、金融
機関などに相談する、併せて警察へも被害を届け出る
ようにしましょう。不安に思った時は消費生活セン
ターに相談しましょう。
※　参考：2026年版「くらしの豆知識」（国民生活セン
ター発行）

トラブルにあわないための注意点

•サイト内の日本語が正しく表記されていない
•市場では入手困難なのに、購入できる
•ブランド品、メーカー品なのに、価格が通常より
かなり安い

•支払方法が銀行振込や電子マネーに限定されている
•振込先の銀行口座の名義が個人名になっている
•キャンセル、返品、返金のルールに関する記載がない
•事業者の名称、所在地、電話番号の記載が明確に
表記されていない

「消費者庁イラスト集」より

●
大田市役所

中央図書館中央図書館
●

●
市民会館

●

●

375

大田まちづくりセンター大田まちづくりセンター

おおだふれあい会館おおだふれあい会館

大田市人権センター

　「広告で見つけたサイトから商品を注文したが届か
ない」「模倣品が届いた」「海外の事業者で連絡がつか
ない」といった悪質な通販サイトに関するトラブルが
多く発生しています。

詐欺的なサイトに注意

  事例２    ＳＮＳの広告を見て海外のサングラスが
　　　　　安く販売されているのを知り、クレジット
カード払いで購入した。いつまで待っても商品が届か
ず、ウェブサイトもなくなっていた。

  事例１    スニーカーを銀行振込で注文したが、後日
　　　　　「商品が破損したので返金する」と連絡が
あり、返金担当者とメッセージアプリでやり取りし、
コード決済アプリで返金されることになった。「送金
トラブルが発生したので確認のため、まずそちらから
10万円送金して」と言われ送金してしまった。その後、
販売業者と連絡が取れない。
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給食お助け隊が
えんどう豆のさやむきにチャレンジ

海神楽 2026～奇跡の光景～

12

おおだウォッチング
まちの話題を紹介

日本海を背に7年ぶりに幻想の舞台現れる

「大きくなったら帰ってきてね」
園児らヒラメの稚魚体験放流

　
５
月
13
日
・
14
日
、
市
内
３
か

所
で
、
地
元
の
子
ど
も
ら
に
よ
る

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
の
放
流
体
験
が
あ

り
ま
し
た
。
主
催
は
石
見
東
部
地

域
水
産
振
興
部
会
で
、
栽
培
漁
業

の
普
及
と
振
興
・
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に

毎
年
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仁
万
漁
港
で
は
、
み
ど
り
保
育

園
（
仁
摩
町
）
園
児
４
人
と
久
利

保
育
園
の
園
児
10
人
が
協
会
職
員

か
ら
栽
培
漁
業
の
説
明
と
魚
に
ま

つ
わ
る
ク
イ
ズ
で
学
習
し
た
あ
と

「
大
き
く
な
っ
た
ら
帰
っ
て
き
て

ね
」
の
か
け
声
で
、
体
長
５
㎝
程

度
の
稚
魚
、
２
０
０
０
匹
を
放
流

し
ま
し
た
。

　
５
月
21
日
、
大
森
、
長
久
、
久

手
、
志
学
小
学
校
の
児
童
が
、
給

食
の
「
え
ん
ど
う
豆
ご
は
ん
」
に

使
用
す
る
、
え
ん
ど
う
豆
の
さ
や

む
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
久
手
小
学
校
で
は
、
え
ん
ど
う

豆
の
見
た
目
や
な
り
方
な
ど
に
つ

い
て
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
学
ん

だ
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
豆
の
大
き

さ
や
色
、
中
身
の
数
な
ど
に
注
目

し
な
が
ら
協
力
し
て
さ
や
む
き
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
体
験
し
た
児
童
は
「
え
ん
ど
う

豆
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
大
変

だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
明
日

の
給
食
が
楽
し
み
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

夢
中
に
な
っ
て
え
ん
ど
う
豆
の

さ
や
む
き
を
す
る
久
手
小
児
童
ら

バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
稚
魚
を
海
へ
放
流
す
る

園
児
た
ち

　
５
月
23
日
、
温
泉
津
の
福
光
海
岸
で
、
海
神
楽
実

行
委
員
会
と
石
見
神
楽
温
泉
津
舞
子
連
中
に
よ
る

「
海
神
楽
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
海
神
楽
は
２
０
０
５
年
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
20

年
と
21
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
。
22
年
に
再
開

す
る
も
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
屋
内
開
催
が
続
き
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
小
雨
が
降
り
一
時
中
断
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
７
年
ぶ
り
に
野
外
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
16
時
の
開
始
時
に
は
、
県
外
や
海
外
か
ら
の
来
場

も
あ
り
、約
２
５
０
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
塵
輪
や
恵
比
寿
な
ど
計
７
演
目
が
上
演
さ
れ
、
夕

日
が
沈
む
18
時
過
ぎ
に
は
、
一
番
の
見
ど
こ
ろ
で
あ

る
大
蛇
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
海
に
沈
む
夕
日
を
背
に

　
　
　
　
　
　
　
　
勇
壮
な
舞
い
が
披
露
さ
れ
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
楽
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
囃
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
時
折
聴
こ
え
て
く
る
波
の
音
、

　
　
　
　
　
　
　
　
眼
下
に
広
が
る
幻
想
的
な
光
景

　
　
　
　
　
　
　
　
に
、観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
長
の
小
林
泰
三
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
ん
は
「
当
日
の
朝
の
時
点
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
屋
内
開
催
に
す
べ
き
と
い
う
意

　
　
　
　
　
　
　
　
見
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
舞
子
連
中
と
実
行
委
員
会
で
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
悟
を
決
め
て
開
催
を
決
断
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
結
果
『
奇
跡
の
光
景
』
を

　
　
　
　
　
　
　
　
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
と
感
じ
て
い
る
。
今
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
た
だ
安
堵
し
て
い
る
」
と
話

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
し
た
。

福
光
海
岸
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

披
露
さ
れ
る
石
見
神
楽

じ
ん
り
ん

え   

び   

す

お
ろ
ち

明日の給食は任せて！

演目「岩戸」演目「岩戸」

演目「塵輪」演目「塵輪」



長久まちづくりクラブ
《インスタグラム》
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大田高校茶道部、米国の学生にお点前披露

大学生団体【ＴｏｂｉＬａｂｏ（とびラボ）】とコラボ

恒松家住宅が「石見大田文化交流館」として開館

文
化
交
流
の
拠
点
と
し
て
開
館
し
た

「
石
見
大
田
文
化
交
流
館
」

大
田
高
等
学
校
茶
道
部
員
の
お
点
前
を

熱
心
に
見
入
る
南
ネ
バ
ダ
大
学
生

「長久とマルシェＶｏｌ．８」開催
きれいにさっぱり
大田自転車競技場で奉仕作業

　
５
月
30
日
、
大
田
町
の
旧
家
・
恒
松
家
住
宅
に
お
い
て
、
米
国
の
南
ネ
バ

ダ
大
学
で
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
と
、県
立
大
田
高
等
学
校
茶
道
部
の
部
員
が
、

お
茶
の
お
点
前
を
披
露
す
る
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
文
化
交
流
を
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
の
は
、
元
県
議
会
議
長
を
務
め
た
恒
松
志
良
氏
が
長
年
維
持

管
理
し
た
邸
宅
で
、
こ
の
日
「
石
見
大
田
文
化
交
流
館
」
と
し
て
開
館
し
ま

し
た
。
開
館
式
で
は
、
武
田
教
育
長
が
地
域
に
根
差
し
た
文
化
交
流
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
現
在
、
交
流
館
を
管
理
す
る
山
口
史
子
さ
ん

は
「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
、
多
く
の
人
に
文
化
交
流
の
場
や
多
目

的
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
交
流
館
で
は
、
離
れ
に
あ
る
茶
室
を
見
学
し
た
の
ち
、
本
宅
の
広
間
で
大

田
高
等
学
校
茶
道
部
の
部
員
６
人
か
ら
、
お
茶
の
接
待
を
受
け
ま
し
た
。

　
部
長
の
杉
谷
優
衣
さ
ん
は
「
掛
け
軸
の
説
明
が
英
語
で
う
ま
く
で
き
る
か

不
安
だ
っ
た
が
、大
学
生
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。

私
も
部
員
の
み
ん
な
も
、
と
て
も
い
い
経
験
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
南
ネ
バ
ダ
大
学
の
学
生
16
人
は
、
５
月
20
日
に
来
日
し
、
関
東
・
関
西
方

面
で
日
本
の
文
化
施
設
な
ど
を
見
学
後
、
29
日
に
大
田
に
入
り
、
大
田
西
中

学
校
や
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
・
児
童
ら
と
も
交
流
し
ま
し
た
。

　
５
月
29
日
に
大
田
自
転
車
競
技

場
（
久
手
町
）
で
奉
仕
作
業
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
島

根
県
管
工
事
業
協
会
大
田
川
本
支

部
、
大
田
市
水
道
協
会
、
大
田
浄

化
槽
協
会
の
21
社
、
44
人
。
今
年

で
17
回
を
数
え
ま
す
。

　
広
範
囲
な
が
ら
も
手
際
よ
く
作

業
が
お
こ
な
わ
れ
、
競
技
場
周
辺

が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
大
田

川
本
支
部
の
山
根
隆
治
支
部
長
は

「
施
設
の
利
用
者
に
気
持
ち
よ
く

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
来
年
も
引

き
続
き
実
施
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
６
月
14
日
、
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
よ
う
と
、
長
久
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
地
域
密
着
型
マ
ル

シ
ェ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
催
は
長
久
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ

ブ
に
よ
る
も
の
で
、
８
回
目
を
迎

え
る
今
回
は
大
田
市
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
大
学
生
団
体
【
Ｔ
ｏ

ｂ
ｉ
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
と
び
ラ
ボ
）】

と
一
緒
に
企
画
。
市
内
外
の
飲
食

店
や
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ボ
ー
ル

ペ
ン
づ
く
り
、

大
学
生
に
よ
る

出
展
ブ
ー
ス
な

ど
が
あ
り
、
多

く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

島
根
県
立
大
学
e
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル

「
Ｅ
Ｗ
Ｌ
Ｇ
」の
ブ
ー
ス
で
、大
学
生
と

の
対
戦
を
楽
し
む
親
子

競
技
場
外
周
の
斜
面
の
草
刈
り
を
お
こ
な

い
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
協
会
会
員

し 

ろ
う



８月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

５日㈬ ９:00～10:30乳幼児相談 大田市役所　４階和室

大田市役所　４階和室

身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

13:00～16:30
こども家庭センター

「おおだっこ」
（大田市役所１階）

ごくごく
授乳相談 19日㈬ 身体計測、授乳相談 母子健康手帳・おむつ

バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

広報おおだ　Ｒ8（2026）7.16

ご協力ください

「献血」 ８月２５日㈫

大田市役所（大田町）
13:00～16:30

14

育児教室
〔ぴよぴよ〕

ベビー
28日㈮ ９:30～10:30

受付９:15～
生後２か月以降の

乳幼児とその保護者

種　類 医療機関 対象者など 予約方法
50歳以上
・令和７年度胃がん検診

（胃バリウム検査・胃内視鏡
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
※　無料になる人…生活保
護世帯の世帯員、市民税非
課税世帯の世帯員のみ

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院大田市

胃がん
（胃内視鏡）

検診

がん検診（個別）

島根県立中央病院ほか６医療機関
（市ホームページをご確認ください）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

出雲市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根

（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市

20歳以上の女性
（対象者に個別通知を送付
しています。）
◎自己負担金
・子宮頸部細胞診 1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

令和７年度乳がん検診を受
けていない人
◎自己負担金
40～49歳の女性

（２方向撮影） 2,000円
50歳以上の女性

（１方向撮影） 1,500円

【予約サイト】

直接各医療機関へ
予約してください。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 ８月の予定 子ども　無料
大　人　①③300円 ②④200円

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

22日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
15日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
15日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
28日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）
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以下の人は☆マークの検診が無料です。
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者（胃内視鏡検査は除く）、
　市民税非課税世帯の世帯員
　※　受診時に証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

健康ガイド８月

15

がん検診（集団）
種　類 日　時 場所 対象者など

職業
訓練センター

肺がん検診　　40歳以上
結核検診　　　65歳以上
◎自己負担金　無料
◎持参　検診受診票、健康手帳
※　検診受診票をお持ちでない人
には、当日会場でお渡しします。

肺がん検診 予約不要

予約方法

健康増進課へ
電話　　　　

（☎0854‐83‐8151）
または予約サイ
トから予約して
ください。　　　

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

20日㈭

19日㈬

大田市民会館

20歳以上の女性
（対象者に個別通知を送付しています）
◎自己負担金
・子宮頸部細胞診　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆子宮頸がん
検診

13:30～15:00
17:00～18:30

10:15～11:15
13:00～14:30

予約不要

大田市民会館

40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　
・40～49歳の女性（２方向撮影）　
　2,000円　　　
・50歳以上の女性（１方向撮影）　
　1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診
20日㈭

９:30～11:30
13:30～15:30
17:00～19:00 【予約サイト】

40歳以上で次の該当者
・大田市国民健康保険加入者・生活保護受給者
・島根県後期高齢者医療制度加入者
◎自己負担金　無料

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和
16年４月２日から昭和26年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料
◎お持ちいただくもの　健診受診票

特定健診等健康診査
（６月～12月）

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

そのほかの健（検）診
医療機関種　類 対象者など

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

市内の歯科医療機関歯周疾患検診
（７月～）

令和９年４月１日現在で20、30、40、50、60、70歳の人
◎自己負担金　無料
◎期間　20歳の人　　　　　　　　　　７月～３月
　　　　30、40、50、60、70歳の人　　７月～12月

医療機関種　類 対象者など

問地域医療推進課（☎0854‐83‐8153）

指定医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

指定歯科医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。
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ポーランドへ！
銀山をつなぐ国際交流

　
石
見
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
20

周
年
と
銀
山
発
見
５
０
０
年
の
節

目
を
来
年
に
控
え
る
今
年
、
市
教

育
委
員
会
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
訪
問

団
を
派
遣
し
ま
し
た
。
５
月
９
日

か
ら
16
日
の
日
程
で
４
人
が
現
地

を
訪
れ
、
国
際
鉱
山
地
下
博
物
館

会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
Ｍ
）
で
発
表

し
、
交
流
を
続
け
る
タ
ル
ノ
フ
ス

キ
ェ
・
グ
ル
ィ
市
の
第
15
小
学
校

を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問

に
か
か
る
航
空
券
と
食
事
代
は
、

現
地
の
保
存
団
体
Ｓ
Ｍ
Ｚ
Ｔ
と
Ｉ

Ｃ
Ｍ
Ｕ
Ｍ
事
務
局
が
負
担
し
て
お

り
、
国
際
的
な
連
携
が
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
流
の
始
ま
り
は
、
石
見

銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を

迎
え
た
２
０
１
７（
平
成
29
）年
３

月
の
こ
と
で
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
大

使
館
の
関
係
者
か
ら
、
世
界
遺
産

候
補
だ
っ
た
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・

グ
ル
ィ
と
の
交
流
を
検
討
し
た
い

と
の
連
絡
が
大
田
市
に
届
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
１
５
２

６
（
大
永
６
）
年
に
本
格
開
発
が

始
ま
り
、１
９
１
３（
大
正
２
）年

に
閉
山
し
た
タ
ル
ノ
フ
ス
キ
ェ
・

グ
ル
ィ
の
銀
鉱
山
は
、
石
見
銀
山

と
歩
み
が
よ
く
似
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
住
民
組
織
が
中
心
と
な
っ

て
保
存
活
動
を
続
け
て
き
た
点
も

大
き
な
共
通
点
で
す
。

　
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に
は

武
田
祐
子
教
育
長
を
は
じ
め
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
石
見
銀
山
協
働
会
議
、
石

見
銀
山
ガ
イ
ド
の
会
の
メ
ン
バ
ー

ら
５
人
が
、Ｓ
Ｍ
Ｚ
Ｔ（
タ
ル
ノ
フ

ス
キ
ェ
・
グ
ル
ィ
郷
土
愛
好
者
協

会
）
の
創
立
70
周
年
記
念
式
典
に

参
加
し
ま
し
た
。
保
存
と
活
用
・

教
育
を
め
ぐ
る
意
見
交
換
が
お
こ

な
わ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
大
田
小

学
校
と
現
地
小
学
校
の
交
流
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
海
を
越
え
た

子
ど
も
た
ち
の
つ
な
が
り
は
、
石

見
銀
山
の
価
値
を
次
世
代
へ
伝
え

る
大
切
な
取
り
組
み
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
か
ら
こ
の
訪
問
の
様
子

を
４
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
ま

す
。
次
号
は
会
議
の
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

◇８月の行事 ※この一覧以外の行事等については、市ホームページをご覧ください。

◇おすすめの本

16

◇展示テーマ

問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

第40回

市ホームページ

■：休館（２館共通）

８月の図書館お休みの日

『クラシック音楽への招待  子どものための40の楽曲たち』

 飯田有抄‖著 音楽之友社

仁
　摩

『夏休み宿題おたすけ本』
　夏休みの季節になりました。自由研究と読書
感想文の宿題のヒントとなる本を集めてみまし
た。調べてみたい、読んでみたいと思える本が
みつかりますように。

中
　央

『いちといちでいち』
　８月には、４日の「箸の日」や22日の「夫婦
の日」などがあります。今回は、これらにちな
んで「２つでひとつ」をテーマに本を集めまし
た。身近なものの中にも意外なペアがたくさん
あります。新たな発見を楽しんでみませんか。

　クラシック音楽の知らない魅力
に出会えて音楽を深く知ることが
できる本です。
　どんな曲だろう？と思ったら二
次元コードですぐ聴くことができ、
もっと興味がわいてきます。
　難しいことが分からなくても音
楽を楽しむことができる一冊にな
るでしょう。仁摩図書館所蔵

火 木 金日 月 水 土

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

４

11

18

25

１

８

15

22

29

　

７

14

21

28

　

６

13

20

27

５

12

19

26

大人のおはなし会
夏休み宿題おたすけコーナー
竹細工体験講座
朗読会「戦争と平和について」
おはなし会

わらべうたとおはなしの会

ストーリーテリング
おはなし会

夏休み宿題おたすけコーナー
＆おすすめ子どもの本

図書館

仁 摩

中 央 22日㈯　10:30～

～８月30日㈰

１日㈯　10:30～
９日㈰　14:00～

８日㈯　①10:30～　②14:00～
22日㈯　14:00～
29日㈯　10:30～
～８月30日㈰
８日㈯　14:00～
９日㈰　10:30～
15日㈯　10:15～

日　　時行　　事

夏休みこども教室
「写真で知ろう！大田の自然」



世
界
遺
産
登
録
と

ユ
ネ
ス
コ

　
世
界
遺
産
登
録
は
、
ユ
ネ
ス
コ

（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）

の
中
に
あ
る
、
世
界
遺
産
委
員
会

が
決
定
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
地
調
査
な
ど
を
実

施
し
て
、
世
界
遺
産
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
か
ど
う
か
を
厳
し
く
審
査

さ
れ
た
結
果
で
の
世
界
遺
産
登
録

で
あ
っ
て
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て

保
護
さ
れ
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
判
断
さ
れ
る
と
、
世
界
遺
産

登
録
が
取
り
消
し
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
と
は

　
ユ
ネ
ス
コ
と
は
、世
界
の
教
育
、

科
学
、
文
化
の
協
力
と
交
流
を
通

じ
て
、
国
際
平
和
と
人
類
の
福
祉

の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
国
際

連
合
の
専
門
機
関
で
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
１
９
４

６
（
昭
和
21
）
年
に
「
二
度
と
戦

争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
願
い
の
も
と
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
加
盟
国
は
１
９
４

カ
国
、
準
加
盟
は
12
地
域
に
広
が

り
、
加
盟
国
に
は
「
ユ
ネ
ス
コ
国

内
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

ユ
ネ
ス
コ
憲
章

　
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
の
冒
頭
に

「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の

中
に
平
和
の
砦
を
築
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
理
念
は
「
ユ
ネ
ス
コ
の

精
神
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
教
育
、
科
学
、

文
化
、
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
私
た
ち
の
普
段
の

生
活
に
大
き
く
関
わ
る
分
野
を
通

じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に

「
平
和
の
砦
」
を
築
き
、
世
界
の

平
和
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
ユ
ネ
ス
コ

　
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
７
月

19
日
に
世
界
で
最
初
の
ユ
ネ
ス
コ

協
力
会
（
後
の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
）

が
日
本
で
誕
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）

年
に
日
本
は
世
界
で
60
番
目
の

ユ
ネ
ス
コ
へ
の
加
盟
国
と
な
り
ま

し
た
。

　
現
在
で
は
文
部
科
学
省
内
に

「
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
「
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
連
盟
」
を
中
心
と
す
る
民
間
ユ

ネ
ス
コ
活
動
と
と
も
に
官
民
が
協

力
し
て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
田
市
の
と
り
く
み

　
市
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
契

機
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏

見
を
な
く
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
６
月
に
「
大
田
市
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
世
界
遺
産
は
地
域
の
誇

り
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
類
共
通

の
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
価

値
を
次
の
世
代
へ
受
け
継
い
で
い

く
た
め
に
、
文
化
遺
産
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
人
を
大
切
に
し
、
多

様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

今
だ
か
ら
こ
そ

　
今
日
の
日
本
社
会
に
は
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
人
種
差
別
や
性

差
別
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
偏

見
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意

識
や
行
動
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
が
掲
げ
る
「
人
の
心

の
中
に
平
和
の
砦
を
築
く
」
と
い

う
理
念
は
、
こ
う
し
た
課
題
の
解

決
に
も
通
じ
る
も
の
で
す
。
相
手

の
立
場
を
理
解
し
、
違
い
を
認
め

合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会

を
築
く
こ
と
が
、
平
和
で
豊
か
な

地
域
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
本
年
９
月
２
日
に
は
、
大
田
市

人
権
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
相
談
や
啓
発
、
学

習
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
来
年
の
世
界
遺
産
登
録
20
周
年

と
い
う
節
目
を
前
に
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
ユ
ネ
ス
コ
の
精
神
で

あ
る
「
人
類
の
平
和
」
と
「
人
権

の
尊
重
」に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、

そ
の
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
20

周
年
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
８
月
21
日
㈮

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

▽
講
師
　
奥
田
均
さ
ん

　
　
　
　
近
畿
大
学
　
名
誉
教
授

▽
演
題
　
部
落
差
別
、
ま
だ
あ
る

　
の
？
ど
こ
に
あ
る
の
？
な
く
せ

　
る
の
？

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
が
あ
り
ま
す

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

令
和
８
年
度
第
２
回
人
権
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お

お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
第
２
回

人
権
・
同
和
問
題
研
修
会
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石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

17

きずな　「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
は
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年

７
月
２
日
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
に
は

登
録
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」

世
界
遺
産
登
録
20
周
年
に
向
け
て
考
え
る

ユ
ネ
ス
コ
の
精
神



こんにちは
保健師です

思春期・赤ちゃん交流学習事業を
　　　　　  小中学校で実施しています！

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

　近年、少子化や核家族化の進行により、子どもたちが日常生活の中で妊婦
さんや乳幼児と接する機会は少なくなっています。そのため、自身が親に
なって初めて赤ちゃんを抱いたという人も少なくありません。
　こうした状況を受け、市では「大田市こども計画」に基づき、市内の小・
中学生を対象とした「思春期・赤ちゃん交流学習事業」を実施しています。
　この事業は、児童・生徒が赤ちゃんやその保護者と直接ふれあうことで、
命の大切さや家族の絆について理解を深めるとともに、親となることの喜び
や責任、子育ての大切さについて学ぶことを目的としています。

　交流学習に先立ち、児童・生徒たちは赤ちゃんの成長や発達について学び、赤ちゃん
人形を使って抱き方や接し方を練習します。その後の交流学習では、４～５人のグルー
プに分かれ、赤ちゃんや保護者、母子保健推進員や主任児童委員などの地域スタッフと
交流します。赤ちゃんを抱っこしたり、おもちゃであやしたり、絵本を読んだりしなが
ら、実際にふれあう体験をおこないます。また、保護者から妊娠・出産の体験や子育て
の喜び、苦労について話を聞く機会も設けています。

交流の様子

交流学習の
内容

　参加した児童・生徒からは「赤ちゃんにも一人ひとり個性があることが分かった」
「命の大切さを実感した」「自分を育ててくれた親に感謝したいと思った」などの感想が
寄せられています。
　一方、保護者からも「子どもたちとの交流が新鮮だった」「我が子の成長が楽しみに
なった」「子育ての喜びを改めて感じることができた」といった声が聞かれています。
　赤ちゃんとのふれあいは、子どもたちに命の尊さや思いやりの心を育む貴重な機会と
なっています。また、保護者や地域の皆さんにとっても、世代を超えた交流を通じて
地域のつながりを深める場となっています。

参加者が
もたらす
温かな反響

　今年度も秋に市内の小・中学校で実施を予定しています。
大田市子育てアプリ「おおだっこ」にて募集しています。
ぜひ赤ちゃんと一緒にご参加いただき、子どもたちとの温か
な交流のひとときを過ごしませんか。

申込はこちらから
（市子育てアプリ「おおだっこ」）

事前に赤ちゃんの成長や赤ちゃん
人形にて抱き方を学びます
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参加親子を募集します参加親子を募集します



（　　）内は前月中の増減

医
療
費
の
窓
口
負
担
や

入
院
中
の
食
事
代
が
軽
減

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

申
請
期
限
は
８
月
31
日

ま
す
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
場
合
で
も
、
入
院
日
数
が
90
日

を
超
え
る
場
合
の
食
事
代
の
軽
減

に
は
、改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

※
　
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
加
入
保
険
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
〉

　
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
令
和

６
年
12
月
２
日
以
降
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
は
新
た
に
発
行
さ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
資
格
確
認
書

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額

の
区
分
を
資
格
確
認
書
に
記
載
で

き
ま
す
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　
重
度
障
が
い
者
や
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
人
が
医
療
費
の
助
成
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
１
割
と
な

る
ほ
か
、
薬
局
な
ど
で
の
自
己
負

担
が
な
く
な
り
ま
す
。

▽
更
新
が
必
要
な
人

　
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

　
の
有
効
期
限
が
令
和
８
年
９
月

　
30
日
ま
で
の
人
。

※
　
７
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
人
（
認
定
要
件
）

①
65
歳
以
上
で
３
か
月
以
上
寝
た

　
き
り
で
介
護
が
必
要
な
人
（
今

　
後
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
申

　
請
を
予
定
）

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定

③
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
ま
た

　
は
２
級

④
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

　
１
級

⑤
重
複
重
度
障
が
い
者

⑥
18
歳
未
満
ま
た
は
、
高
校
３
年

　
生
終
了
ま
で
の
児
童
を
養
育
す

　
る
配
偶
者
の
い
な
い
人
お
よ
び

　
当
該
児
童
。

※
　
①
〜
⑤
は
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
⑥
は
所
得
税
非
課
税
世

帯
が
対
象
で
す
。

※
　
新
し
い
福
祉
医
療
費
医
療
証

（
資
格
証
）
は
、
９
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

▽
提
出
先

　
市
民
課
保
険
年
金
係

〈
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
〉

　
医
療
機
関
な
ど
で
支
払
う
医
療

費
の
、
ひ
と
月
ご
と
の
自
己
負
担

限
度
額
は
、
年
齢
や
所
得
な
ど
に

よ
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示

す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
で
の
支
払
い
を
限
度
額
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え

て
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

入
院
時
の
食
事
代
も
軽
減
さ
れ
ま

す
。
認
定
証
が
必
要
な
場
合
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

す
れ
ば
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
申
請
を
し
な
く
て
も
、
窓
口
で

の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
り

　
各
支
所
市
民
生
活
課

▽
申
請
期
限

　
令
和
８
年
８
月
31
日
㈪

　
・
問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　　
市
役
所
開
庁
時
間
内
で
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
、

申
請
、
更
新
が
難
し
い
人
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
前
に
市

民
課
へ
の
予
約
が
必
要
で
す
。

◇
休
日
窓
口
（
日
曜
日
）

　
８
月
９
日
・
９
月
13
日

　
８
時
30
分
〜
12
時
　

◇
平
日
窓
口
延
長
（
月
曜
日
）

　
８
月
17
日
・
９
月
28
日

　
17
時
20
分
〜
19
時
40
分

▽
申
請
・
交
付
場
所
　

　
市
役
所
本
庁
　
市
民
課

※
　
支
所
で
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
現
住
所
が
温
泉
津
町
と
仁
摩

町
の
人
は
、
各
支
所
で
カ
ー
ド
を

保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
５
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
の

交
付
事
務
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
予
約
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
７
）

　
難
病
で
お
困
り
の
人
に
対
し
て
、

専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
を
お
こ

な
い
ま
す
。「
原
因
不
明
の
関
節

痛
、
筋
肉
痛
、
こ
わ
ば
り
、
発

熱
、
だ
る
さ
」
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
人
、
難
病
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
人
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

▽
日
時
　
８
月
６
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▽
会
場
　
県
央
保
健
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
診
療
科
目
　
膠
原
病
内
科

▽
医
師
　
島
根
大
学
医
学
部
附
属

　
病
院
　
本
田
学
先
生

▽
申
込
方
法
　
電
話

▽
申
込
期
限
　
７
月
30
日
㈭

※
　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
と
な

り
ま
す
。

　
・
問
県
央
保
健
所
　
医
事
・
難

病
支
援
課

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
８
２
５
）

　
８
月
３
日
は「
司
法
書
士
の
日
」

で
す
。
こ
の
「
司
法
書
士
の
日
」

を
記
念
し
、
島
根
県
司
法
書
士
会

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先
申

市　勢
（令和８年７月１日現在）

○人　口　30,417人　（△  54）
　・男　　14,648人　（△  13）
　・女　　15,769人　（△  41）
○世帯数　15,088世帯（△  19）
○出生数　　　 8人
○死亡数　　　46人
○面　積　435.34㎢

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設

司
法
書
士
の
日
記
念

無
料
相
談
週
間
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難
病
専
門
相
談

申

申 申



　
ま
た
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
人
に
は
抽
選
で
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
す
！

問
県
広
聴
広
報
課
県
民
対
話
室

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
７
７
０
）

▽
日
時
　
８
月
29
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す

▽
入
場
料
　
無
料

▽
上
映
作
品
　「
向
日
葵
の
丘
１

　
９
８
３
年
・
夏
」（
１
３
８
分

　
／
２
０
１
５
年
）

▽
内
容
　
１
９
８
０
年
代
に
映
画

　
制
作
に
情
熱
を
燃
や
し
た
女
子

　
高
生
３
人
組
。
卒
業
を
目
前
に

　
起
き
た
事
件
が
キ
ッ
カ
ケ
で

　
別
々
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
３
人

　
が
、
故
郷
で
30
年
ぶ
り
の
再
会

　
を
果
た
す
。（
出
演
／
常
盤
貴
子

　
芳
根
京
子
　
ほ
か
）

問
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
27
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
機
能
訓
練
室

▽
定
員
　
20
人
程
度
（
要
申
込
）

▽
受
講
料
　
無
料

※
　
町
内
会
な
ど
地
域
で
の
集
ま

り
や
職
場
単
位
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
催
す
る
催
し
に
講
師
が
出
か

け
て
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
（
平
日
８
時
30
分
〜
17

時
）。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
・
問
大
田
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
ワ
ー
ド
基
礎
）

　
ワ
ー
ド
の
基
本
機
能
・
簡
単
な

操
作
方
法
・
画
像
入
り
文
書
の
作

成
な
ど
。

▽
期
間
　
９
月
２
日
㈬
〜
28
日
㈪

　
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　
19
時
〜
21
時

※
　
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費
　
１
万
３
０
０
０
円

で
は
、無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど
登

記
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
成

年
後
見
に
関
す
る
こ
と
、
借
金
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
令
和
６
年
４
月
に
相
続

登
記
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
相
続
登
記
で
お
悩
み
の
人
は

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
期
間
　
８
月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮

▽
会
場
　
県
内
の
各
司
法
書
士
事

　
務
所

▽
相
談
料
　
無
料

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
申
込
方
法
　
各
事
務
所
へ
電
話

問
島
根
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
24
‐
１
４
０
２
）

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
満
18
歳
以

上
の
２
０
０
０
人
を
対
象
と
し
、

調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
調
査

票
が
お
手
元
に
届
い
た
人
は
、
調

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
県
民
の
日
常
生

活
に
対
す
る
関
心
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
の
調
査
で
す
。
調
査
結
果

は
県
政
推
進
の
基
礎
資
料
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
　
キ
ー
ボ
ー
ド
と
マ
ウ
ス

　
操
作
が
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
方
法
　
電
話

▽
申
込
期
限
　
８
月
26
日
㈬

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

▽
募
集
期
間
　
７
月
17
日
㈮
〜
31

　
日
㈮
　
17
時
ま
で

▽
対
象
　
入
居
資
格
に
適
応
す
る

　
人

▽
入
居
者
の
決
定
　
住
宅
の
困
窮

　
状
況
を
考
慮
し
選
考

※
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団

関
係
者
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

▽
家
賃
　
収
入
に
応
じ
て
決
定

▽
募
集
住
宅

　
所
在
地
／
募
集
戸
数
／
住
宅
使

　
用
料
／
間
取
り
／
建
設
年
度

【
市
営
住
宅
】

◇
日
ノ
本
住
宅

　
仁
摩
町
天
河
内
７
２
１
番
地
42

　
／
１
戸
／
１
万
２
９
０
０
円
〜

　
２
万
５
２
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ
／

　
昭
和
53
年
度

◇
み
そ
の
ハ
イ
ツ

　
温
泉
津
町
温
泉
津
イ
９
２
３
番

　
地
／
３
戸
／
１
万
８
４
０
０
円

　
〜
３
万
６
１
０
０
円
／
３
Ｌ
Ｄ

　
Ｋ
／
平
成
12
年
度

◇
松
山
住
宅

　
温
泉
津
町
温
泉
津
イ
６
６
５
番

　
地
／
２
戸
／
１
万
１
８
０
０
円

　
〜
２
万
３
６
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ

　
／
昭
和
52
年
度
〜
昭
和
54
年
度

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◇
清
石
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
仁
摩
町
仁
万
４
９
８
番
地
１
／

　
１
戸
／
３
万
５
０
０
０
円
／
３

　
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
４
年
度

【
一
般
市
営
住
宅
】

◇
ハ
イ
ツ
吉
浦

　
温
泉
津
町
吉
浦
３
２
６
番
地
１

　
／
２
戸
／
３
０
０
０
０
円
／
２

　
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
７
年
度

問
都
市
計
画
課
　

　
市
営
住
宅
・
空
家
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
０
）

◇（
第
２
回
）一
般
曹
候
補
生
募
集

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
官
）

▽
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有

　
し
、
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
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「
県
政
世
論
調
査
」
に

ご
協
力
を
！

催
　
　し

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

募
　
　集

ホーム
ページ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

市
営
住
宅
　入
居
者

自
衛
官
候
補
生
等
募
集

申

申



　〈
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
〉

　
自
宅
で
受
験
可
能

　〈
口
述
試
験
・
身
体
検
査
〉

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

▽
試
験
種
目
　
筆
記
試
験
・
適
性

　
検
査
・
口
述
試
験
お
よ
び
身
体

　
検
査
（
経
歴
評
定
）

▽
採
用
予
定
日
　
採
用
予
定
通
知

　
書
で
通
知

問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
０
０
１
５
）

　
令
和
９
年
４
月
入
校
の
海
上
保

安
官
（
国
家
公
務
員
）
養
成
の
学

生
採
用
試
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験

▽
受
付
期
間

　
８
月
20
日
㈭
〜
９
月
７
日
㈪

▽
試
験
期
日
　
１
次
試
験

　
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

▽
試
験
地
　
米
子
市
・
広
島
市
ほ

　
か

※
　
受
験
料
は
不
要
で
す
。

※
　
在
学
中
は
給
与
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
詳
し
く
は
人
事
院
ま
た
は
海
上

保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
浜
田
海
上
保
安
部
管
理
課

（
☎
０
８
５
５
‐
27
‐
０
７
７
０
）

▽
応
募
期
間
　

　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
１
日
㈫

▽
試
験
期
日
　

　
１
次
試
験
（
筆
記
試
験
・
適
正

　
検
査
）

　
９
月
16
日
㈬
〜
27
日
㈰
の
う
ち

　
指
定
す
る
１
日

　
２
次
試
験
（
口
述
試
験
・
身
体

　
検
査
）

　
10
月
17
日
㈯
〜
11
月
１
日
㈰
の

　
う
ち
指
定
す
る
１
日

▽
試
験
会
場

　
１
次
試
験
　
自
宅
で
受
験
可
能

　
２
次
試
験
　
陸
上
自
衛
隊
出
雲

　
駐
屯
地

▽
採
用
予
定
日
　
採
用
予
定
通
知

　
書
で
通
知

◇（
第
２
回
）
２
等
陸
・
海
・
空
士

　（
任
期
制
自
衛
官
）
募
集
（
陸

　
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

▽
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有

　
し
、
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

▽
応
募
期
間
　

　
７
月
１
日
㈬
〜
９
月
１
日
㈫

▽
試
験
期
日

　〈
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
〉

　
９
月
16
日
㈬
〜
20
日
㈰
の
う
ち

　
指
定
す
る
１
日

　〈
口
述
試
験
・
身
体
検
査
〉

　
10
月
３
日
㈯
〜
11
月
１
日
㈰

▽
試
験
会
場
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海
上
保
安
官
に
な
ろ
う

二十歳のつどいを開催
～二十歳のつどい代表者募集～

食育推進サポーター
養成講座　受講生募集

市ホームページ 申込ページ

　食を通じた健康づくりや地域活動に関心のある人
を対象に、食育推進サポーター養成講座を開催しま
す。食の基礎知識やライフステージに応じた食事、
食品ロス対策などについて楽しく学び、地域で食育
を広めるサポーターを養成します。「食や健康につ
いて学びたい」「地域のために食育活動をしてみた
い」という人はぜひご参加ください。
▽対象　市内にお住まいの人（性別・年齢不問）
　修了後に大田市食育推進サポーター「おむすびの
　会」に入会して活動できる人
　（全６回のうち４回以上の参加が必要です）
▽定員　20人
　（定員になり次第、募集を終了します）
▽締切　９月30日㈬
▽申込方法　氏名・生年月日・住所・電話番号を電
　話、ＦＡＸまたは二次元コードからしまね電子申
　請サービスで申込
　詳しい日程は市ホームページをご覧ください。

　　　　　 　・問健康増進課（☎0854‐83‐8151）
　　　　　　　　　　 　（ＦＡＸ  0854‐82‐9730）

　来年１月４日に大田市民会館で「二十歳のつどい」
を開催します。式典において、「決意表明」と「記念
品受領」、「司会」をする代表者を募集しています。
◇募集内容
▽代表あいさつ（２人程度）
　決意表明文を読み上げます。
※　表明文は、ご自身の決意を文章にまとめ、後日
提出していただきます。
※　令和７年度の「決意表明文」は、市ホームペー
ジに掲載しています。
▽記念品受領者（１人）
　市長から記念品を受け取ります。
▽司会者（２人程度）　
　会の進行をします。
※　進行表は用意します。
◇応募資格　平成18年４月２日～平成19年４月１日
　の間に生まれ、12月25日㈮午後におこなう市民会
　館でのリハーサルに参加できる人
◇申込方法　電話・ＦＡＸ・Ｅメール
※　申し込み時に住所・氏名・電話番号にあわせ、
代表あいさつ・記念品受領・司会のいずれかを希望
する旨をお知らせください。
※　応募者多数の際は、抽選をおこないます。
◇申込締切　８月28日㈮　17時
　　　 　・問社会教育課
　　　（☎0854‐83‐8125／ＦＡＸ  0854‐84‐9156）
　　　 Eメール：o-syakyou@city.oda.lg.jp



木村司法書士事務所
司法書士　木 村 修 也

不動産（相続、売買、贈与他）商業登記他不動産（相続、売買、贈与他）商業登記他

相続登記はお済みですか!?
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ごみの持ち込み

８月不燃ごみの収集日

　

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
富山・朝山・波根
三瓶・山口（大田野城含む）

19
21
27
24
28
25
26
20
17
18
20

日日５
７
13
10
14
４
12
６
３
４
６

31日
31日

持ち込み場所
▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　平日は持ち込みできません。

 　 
持ち込み時間

【月～金】（祝日を除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【第１・第３日曜日】　２日・16日　
一般家庭のみ
８時30分～11時30分

『再犯防止啓発月間』 および
『“社会を明るくする運動”強調月間』

毎年
７月は

〇更生保護とは
　犯罪や非行をした人は、さまざまな生活課題や
生きづらさを抱えながら、周囲に信頼できる相談
相手がいない、自らＳＯＳを出せない人も少なく
ありません。過去の過ちを反省し、社会の一員と
して立ち直るためには、本人の決意や努力だけで
なく、安定した生活を送るための支援や、やり直す（更生する）機会が与
えられることが必要です。
　「更生保護」とは、国と地方、保護司などの民間ボランティアが協力し、
社会の中で、犯罪や非行から立ち直ろうとする人を支援することにより、
新たな被害者も加害者も生まない社会をつくる取り組み（再犯防止）です。
　
〇再犯防止啓発月間について
　毎年７月は「再犯防止啓発月間」と定められており、“社会を明るくする
運動” をはじめ再犯防止に向けた啓発活動をおこなっています。

＜地域で活動するボランティア＞
〇保護司
　犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支える民間のボランティアで、
法務大臣から委嘱された非常勤の国家公務員です。犯罪や非行をした人た
ちが、二度と過ちを繰り返さず社会の一員として生きていけるよう、地域
で見守り・相談・助言などをおこないます。現在、大田市内で約30人の保
護司が活動しています。

〇更生保護女性会
　地域社会の犯罪や非行の未然
防止のための啓発活動をおこな
うとともに、青少年の健全な育
成を支援し、犯罪をした人や非
行のある少年の改善更生に協力
するボランティア団体です。

問生活福祉課（☎0854‐83‐8176）



８月の相談
年金相談（要予約）

13日㈭　10時～15時
25日㈫　10時～15時

市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

４日㈫　９時～15時
予約締切　７月27日㈪　16時 市役所３階第２会議室（小）

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）
申

14日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
１日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

湯里まちづくりセンター
問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

全国ギャンブル依存症家族の会島根
２日㈰ 10時～12時 いきいきプラザ島根

移動ナースバンク（要予約）

申　・問ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
看護補助者（資格不問）もご相談に応じます。

26日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）

こころの健康相談（要予約）
27日㈭ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

県央保健所４日㈫ ９時30分～11時
18日㈫ ９時30分～11時

難病相談
しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）
オンライン相談も可能

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

12日㈬ 
13時30分～15時30分

申

申

問全国ギャンブル依存症家族の会島根（☎090‐7372‐2025）
参加費1000円　予約不要

生活相談

ふくし
よろず
相　談

月～金　９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577
祝日・年末年始を除く

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

広報おおだ　Ｒ8（2026）7.1623

　・問大田市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）申

浜保6ね第1号

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　７月29日㈬、30日㈭、31日㈮
　８月27日㈭、28日㈮、31日㈪

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
固定資産税
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

７月31日
２期
－

１期
１期

期限内に納付をお願いします税・保険料

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
７日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館

人権相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
７日㈮　９時～12時 市役所３階第２会議室

行政相談

21日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
14日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

８月31日
－

２期
２期
２期

司法書士
相　　談

４日㈫ 
10時～12時

相続問題、不動産に関す
ることなど（来所）
要予約・無料

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

７日・21日・28日
（いずれも金）
10時～15時40分

法的問題・法的手続きな
ど（来所）
要予約・原則無料
３回目の継続相談から有料

21日㈮ 19時～20時30分
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競技名

弓　道

空手道

銃剣道

競技会場

大田高校弓道場
大田高校グラウンド

大田総合体育館

大田総合体育館

問消防部総務課（☎0854‐82‐0650）

　このたび、企業版ふるさと納税制度を活用し寄附がありました。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

問国スポ準備室（☎0854‐83‐8212）
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大会愛称： スローガン：

　令和８年度の春季善行表彰が明治神宮参集殿であり、緊急時貢献（消火活動補助）部門で、株式会社山﨑組
（鳥井町）と稗田産業有限会社（久利町）が受賞し、その喜びを市長へ報告しました。
　これは、昨年５月に市内で発生した火災において、無償
で油圧ショベルを搬送・使用し、消火活動の補助をおこ
なったことで、早期終息に多大な貢献をされた功績が認
められたことによるものです。
　市長は「会社ぐるみでご協力いただき延焼の拡大が食
い止められた。素晴らしい活動に感謝申し上げる」と述
べ、山﨑代表取締役は「今後も防災力や災害時の迅速な
対応力向上のため、市と協働して地域づくりに取り組み
たい」、稗田代表取締役は「微力ではあるが、地域のお
役に立てるよう努めていきたい」と話しました。 左から山﨑宏隆代表取締役、稗田伊佐央代表取締役左から山﨑宏隆代表取締役、稗田伊佐央代表取締役左から山﨑宏隆代表取締役、稗田伊佐央代表取締役左から山﨑宏隆代表取締役、稗田伊佐央代表取締役

島根中央信用金庫（出雲市）島根中央信用金庫（出雲市）
福間均理事長（左）

株式会社トウチュウ（愛知県）株式会社トウチュウ（愛知県）
森田順士取締役副社長（左）

株式会社共立エンジニヤ（松江市）株式会社共立エンジニヤ（松江市）
吉岡和美代表取締役（左）

　国民スポーツ大会＊は、都道府県の持ち回り方式で毎年開催さ
れている国内最大級のスポーツの祭典で、スポーツの普及と国民
の健康増進や体力向上、地方スポーツの振興と地方文化の発展の
ためにおこなわれています。　　
　2030（令和12）年開催予定の第84回国民スポーツ大会は、島根
県が開催地として内定しており、1982（昭和57）年の「くにびき
国体」以来、48年ぶり２度目の開催となります。
　大田市では、弓道・空手道・銃剣道の競技会がおこなわれる
予定です。
＊　2018年の改正スポーツ基本法の成立により、2024年の佐賀
大会以降「国民体育大会」から「国民スポーツ大会」へ名称変更
されました。


